
JP 5202780 B2 2013.6.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－少なくとも１つの、広がった構造を有する正に複屈折の物質の層を用いる光学的リタ
ーダー、
－負のＣ板の光学的特性を有する少なくとも１つのジアセチルセルロース（ＤＡＣ）フィ
ルム
を含み、
ここで、
「広がった構造」とは、フィルムの光学軸が、フィルム平面に対して、０～９０度のチル
ト角θで傾斜している傾斜した構造を意味し、ここで、チルト角は、さらに、フィルム平
面に垂直な方向において、０～９０°の範囲で単調に変化する、
ＴＮ、ＨＴＮまたはＳＴＮ液晶ディスプレイ用の光学的補償板。
【請求項２】
　光学的リターダーにおける平均チルト角θａｖｅが、２～８８°であることを特徴とす
る、請求項１に記載の光学的補償板。
【請求項３】
　光学的リターダーにおけるチルト角が、フィルムの平面に垂直な方向に単調に、フィル
ムの一方の表面における最小値θｍｉｎからフィルムの反対側の表面における最大値θｍ

ａｘまで変化することを特徴とする、請求項１または２に記載の光学的補償板。
【請求項４】
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　θｍｉｎが、０～８０°であることを特徴とする、請求項３に記載の光学的補償板。
【請求項５】
　θｍａｘが、１０～９０°であることを特徴とする、請求項３または４に記載の光学的
補償板。
【請求項６】
　光学的リターダーの厚さが、０．１～１０μｍであることを特徴とする、請求項１～５
のいずれか一項に記載の光学的補償板。
【請求項７】
　光学的リターダーの光学的抑制が、６～３００ｎｍであることを特徴とする、請求項１
～６のいずれか一項に記載の光学的補償板。
【請求項８】
　ＤＡＣフィルムの厚さが、２０～２００μｍであることを特徴とする、請求項１～７の
いずれか一項に記載の光学的補償板。
【請求項９】
　ＤＡＣフィルムの軸上光学的抑制が、２～１００ｎｍであることを特徴とする、請求項
１～８のいずれか一項に記載の光学的補償板。
【請求項１０】
　　光学的リターダーが、広がった構造を有する直線状または架橋重合液晶物質を含むこ
とを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の光学的補償板。
【請求項１１】
　ＴＮ、ＨＴＮまたはＳＴＮ用液晶ディスプレイ装置であって、以下の要素
－互いに対向する表面を有する２つの透明な基板により形成され、電極層が該２つの透明
な基板の少なくとも一方の内側に設けられており、随意に整列層を重ねられている液晶セ
ル、および２つの透明な基板の間に存在する液晶媒体、
－該透明な基板の外側に配置された偏光板または該基板をはさむ一対の偏光板、および
－液晶セルと少なくとも１つの該偏光板との間に位置する、請求項１～１０のいずれか一
項に記載の少なくとも１つの光学的補償板
を含み、前記要素が、分離され、積み重なり、互いの最上部に載置され、互いの最上部上
で被覆されるかまたは接着層により連結されることができる、前記液晶ディスプレイ装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の分野
本発明は、液晶ディスプレイ用の光学的補償板およびこのような補償板を備えた液晶ディ
スプレイに関する。
【０００２】
背景および従来技術
光学的補償板は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の光学的特性、例えば大きい視野角におけ
るコントラスト比およびグレースケール表示を改善するために用いられる。例えば、大き
い視野角におけるＴＮまたはＳＴＮタイプの補償されていないディスプレイにおいて、し
ばしば、灰色レベルの変化およびさらにグレースケールの転換、並びにコントラストの損
失および色全域の望まない変化が、観察される。
ＬＣＤ技術並びにＬＣＤの光学的補償の原理および方法の概観は、US 5,619,352に示され
ており、この開示内容全体を、参照により本出願中に組み込む。
【０００３】
US 5,619,352に記載されているように、広い視野角においてディスプレイのコントラスト
を改善するために、負に複屈折のＣ板補償板を用いることができるが、このような補償板
は、ディスプレイのグレースケール表示を改善しない。他方、グレースケール転換を抑制
するかまたはさらに解消し、グレースケール安定性を改善するために、US 5,619,352では
、複屈折Ｏ板補償板を用いることが示唆されている。US 5,619,352に記載されているＯ板
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補償板は、Ｏ板を含み、さらに１つまたは２つ以上のＡ板および／または負のＣ板を含む
ことができる。
【０００４】
US 5,619,352において、および本出願を通して用いられる用語「Ｏ板」、「Ａ板」および
「Ｃ板」は、以下の意味を有する。「Ｏ板」は、層の平面に対して傾斜角で配向した原理
的光学軸を有する正に複屈折の（即ち液晶）物質の層を用いる光学的リターダー(retarde
r)である。「Ａ板」は、層の平面に平行に配向したこの異常な軸、および層の平面に垂直
に、即ち垂直に入射する光の方向に平行に配向したこの正常な軸（また「ａ軸」と呼ぶ）
を有する同軸複屈折物質の層を用いる光学的リターダーである。「Ｃ板」は、層の平面に
垂直な、即ち垂直に入射する光の方向に平行な異常な軸（また「ｃ軸」と呼ぶ）を有する
同軸複屈折物質の層を用いる光学的リターダーである。
【０００５】
Ｏ板リターダーとして、例えば、傾斜したかまたは広がった構造を有する液晶または中間
相形成物質の層を含む光学的抑制フィルム（以下でＯＲＦと略す）を、用いることができ
る。
Ａ板リターダーとして、例えば、延伸ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）またはポリカーボ
ネート（ＰＣ）フィルムのような同軸延伸重合体フィルムを、用いることができる。ある
いはまた、Ａ板リターダーは、例えば正の複屈折液晶または平面状配向を有する中間相形
成物質の層を含むことができる。
【０００６】
負の複屈折Ｃ板リターダーとして、例えば同軸圧縮重合体フィルムを用いることができる
。あるいはまた、負の複屈折Ｃ板は、例えば、平面状配向および負の複屈折を有する液晶
または中間相形成物質の層を含むことができる。負の複屈折液晶物質の代表的な例は、種
々の種類のディスコティック液晶化合物である。
US 5,619,352に加えて、１つまたは２つ以上のＯ板を含む光学的補償板は、従来技術にお
いて、WO97/44409、WO97/44702、WO97/44703およびWO98/12584に記載されており、この開
示内容全体を、参照により本出願中に組み込む。WO97/44703およびWO98/12584にはさらに
、Ｏ板をＡ板と組み合わせて用いることが示唆されている。
【０００７】
WO97/44703では、Ｏ板とＡ板とを組み合わせて含む補償板を用いることが報告されており
、ここで、両方のＯＲＦの原理的光学軸は、互いに直角に配向しており、ＴＮ－ＬＣＤの
特に良好な補償を可能にしている。その理由は、これが、ディスプレイにおけるコントラ
ストの角度依存性およびグレースケール転換を同時に低減するからである。
【０００８】
しかし、前述の従来技術に記載された補償板を、液晶ディスプレイ、特にＴＮまたはＳＴ
Ｎディスプレイと組み合わせて用いた際に、ディスプレイの光学的特性、例えば広い視野
角におけるコントラスト、グレースケールレベル安定性およびグレースケール転換の抑制
の改善は、尚ほとんどの用途に十分であるには程遠い。
従って、入手できる改善された光学的補償板の、ＬＣＤの光学的性能をさらに改善するこ
とが望ましい。
【０００９】
用語の定義
本出願において記載される光学的偏光、補償および抑制層、フィルムまたは板に関して、
本出願を通して用いる用語の以下の定義を示す。
単純のために、用語「液晶物質」は、以下で、液晶物質および中間相形成物質の両方に用
い、用語「中間相形成分子」は、物質の中間相形成基に用いる。
用語「傾斜した構造」または「傾斜した配向」は、フィルムの光学軸が、フィルム平面に
対して、０～９０度の角度θで傾斜していることを意味する。
用語「広がった構造」または「広がった配向」は、前に定義した傾斜した配向を意味し、
ここで、チルト角は、さらに、フィルム平面に垂直な方向において、０～９０°の範囲で
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、好ましくは最小値から最大値まで単調に変化する。
【００１０】
用語「低チルト構造」または「低チルト配向」は、フィルムの光学軸が、前述のようにわ
ずかに傾斜したかまたは広がっており、フィルムを通じての平均チルト角が、１～１０°
であることを意味する。
用語「平面状構造」または「平面状配向」は、フィルムの光学軸が、フィルム平面にほぼ
平行であることを意味する。この定義はまた、光学軸が、１°までのフィルムを通じての
平均チルト角で、フィルム平面に対してわずかに傾斜しており、光学軸が、フィルム平面
に対して正確に平行である、即ち０のチルトであるフィルムと同一の光学的特性を示すフ
ィルムをも含む。
【００１１】
平均チルト角θａｖｅは、以下のように定義される。
【数１】

式中、θ’（ｄ’）は、フィルム内の厚さｄ’における局所的チルト角であり、ｄは、フ
ィルムの合計の厚さである。
広がったフィルムのチルト角を、他に述べない限り、以下で、平均チルト角θａｖｅとし
て示す。
【００１２】
用語「らせん的にねじれた構造」は、中間相形成分子が、これらの主要な分子軸で、分子
従属層内で好ましい方向に配向しており、異なる従属層におけるこの好ましい配向方向が
、フィルム平面にほぼ垂直であるらせん軸の周囲にねじれており、即ち、フィルム法線に
ほぼ平行である、１つまたは２つ以上の液晶物質の層を含むフィルムに関する。この定義
はまた、らせん軸が、フィルム法線に対して２°までの角度で傾斜している配向を含む。
【００１３】
用語「ホメオトロピック構造」または「ホメオトロピック配向」は、フィルムの光学軸が
、フィルム平面にほぼ垂直である、即ちフィルム法線にほぼ平行であることを意味する。
この定義はまた、光学軸が、フィルム法線に対して２°までの角度でわずかに傾斜してお
り、光学軸が、フィルム法線に対して正確に平行である、即ちチルトを有しないフィルム
と同一の光学的特性を示すフィルムをも含む。
【００１４】
単純のために、傾斜した、広がった、低傾斜した、平面状、ねじれおよびホメオトロピッ
ク配向または構造を有する光学的フィルムを、以下で、短く、それぞれ「傾斜したフィル
ム」、「広がったフィルム」、「低チルトフィルム」、「平面状フィルム」、「ねじれた
フィルム」および「ホメオトロピックフィルム」と呼ぶ。
本発明を通して、傾斜したフィルムおよび広がったフィルムの両方を、また、「Ｏ板」と
呼ぶ。平面状フィルムをまた、「Ａ板」または「平面状Ａ板」と呼ぶ。低チルトフィルム
をまた、「低チルトＡ板」と呼ぶ。ねじれたフィルムをまた、「ねじれたＡ板」と呼ぶ。
【００１５】
均一な配向を有する同軸的に正の複屈折液晶物質を含む、傾斜した、平面状およびホメオ
トロピック光学的フィルムにおいて、本発明を通して言及するフィルムの光学軸を、液晶
物質の中間相形成分子の主要な分子軸の配向方向により示す。
均一な配向を有する同軸的に正の複屈折液晶物質を含む広がったフィルムにおいて、本発
明を通して言及するフィルムの光学軸を、フィルムの表面上への中間相形成分子の主要な
分子軸の配向方向の投射により示す。
【００１６】
本出願において用いる用語「フィルム」は、いくらか顕著な機械的安定性および可撓性を
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示す、自己支持性の、即ち独立のフィルム、並びに支持基板上の、または２つの基板の間
の被膜または層を含む。
用語「液晶または中間相形成物質」または「液晶または中間相形成化合物」は、１種また
は２種以上の棒型、板型またはディスク型の中間相形成基、即ち液晶相挙動を誘発するこ
とができる基を含む物質または化合物を示す。中間相形成基を含む化合物または物質は、
必ずしもそれ自体液晶相を示す必要はない。また、これらが、他の化合物との混合物にお
いてのみ、あるいは中間相形成化合物または物質あるいはこの混合物が重合した際に、液
晶相挙動を示すことも可能である。
【００１７】
発明の要約
本発明の１つの目的は、ＬＣＤの補償のために改善された性能を有し、製造するのが、特
に大量生産において容易であり、前述の従来技術の補償板の欠点を有しない、光学的補償
板を提供することにある。本発明の他の目的は、以下の詳細な記載から、当業者に直ちに
明らかである。
【００１８】
本発明者等は、少なくとも１つのＯ板リターダーおよび負のＣ板リターダーの光学的特性
を示す少なくとも１つのジアセチルセルロース（ＤＡＣ）フィルムの組み合わせを用いる
ことにより、前述の欠点を克服することができ、液晶ディスプレイの光学的特性の補償に
優れた性能を有する光学的補償板を得ることができることを見出した。
ＤＡＣフィルムをＴＮおよびＳＴＮディスプレイ用の補償板として用いることは、従来技
術において、US 4701,028(Clerc)において報告された。しかし、これらの文献には、ＤＡ
Ｃフィルムを傾斜したかまたは広がった光学的リターダーと組み合わせて用いることは示
唆されていない。
【００１９】
本発明の光学的補償板をＬＣＤにおいて用いる際に、ディスプレイの大きい視野角におけ
るコントラストおよび灰色レベル表示が、顕著に改善され、グレースケール転換が抑制さ
れる。着色ディスプレイの場合において、色安定性が、顕著に改善され、色全域の変化が
、抑制される。さらに、本発明の補償板は、大量生産に特に適する。
【００２０】
本発明の１つの目的は、
－少なくとも１つのＯ板リターダー、
－負のＣ板リターダーの光学的特性を有する少なくとも１つのジアセチルセルロース（Ｄ
ＡＣ）フィルム
を含むことを特徴とする、液晶ディスプレイ用の光学的補償板である。
【００２１】
本発明の他の目的は、液晶ディスプレイ装置であって、以下の要素
－互いに対向する表面を有する２つの透明な基板により形成され、電極層が該２つの透明
な基板の少なくとも一方の内側に設けられており、随意に整列層を重ねられている液晶セ
ル、および２つの透明な基板の間に存在する液晶媒体、
－該透明な基板の外側に配置された偏光板または該基板をはさむ一対の偏光板、および
－液晶セルと少なくとも１つの該偏光板との間に位置する、本発明の少なくとも１つの光
学的補償板
を含み、前記要素が、分離され、積み重なり、互いの最上部に載置されるかまたは接着層
により、アセンブリのこれらの手段の任意の組み合わせに連結されることができる、前記
液晶ディスプレイ装置である。
【００２２】
発明の詳細な説明
本発明の好ましい態様は、前述の少なくとも１つのＯ板および少なくとも１つのＤＡＣフ
ィルムを含む光学的補償板に関し、ここで、
－前記Ｏ板における平均チルト角θａｖｅが、２～８８°、好ましくは３０～６０°であ
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り、
－Ｏ板におけるチルト角θが、フィルムの平面に垂直な方向に単調に変化し、
－Ｏ板におけるチルト角θが、フィルムの一方の表面における最小値θｍｉｎからフィル
ムの反対側の表面における最大値θｍａｘまで変化し、
【００２３】
－Ｏ板におけるθｍｉｎが、０～８０°、好ましくは１～２０°であり、
－Ｏ板におけるθｍａｘが、１０～９０°、好ましくは４０～９０°であり、
－Ｏ板の厚さｄが、０．１～１０μｍ、特に０．２～５μｍ、極めて好ましくは０．３～
３μｍであり、
－Ｏ板の光学的抑制が、６～３００ｎｍ、特に１０～２００ｎｍ、極めて好ましくは２０
～１２０ｎｍであり、
－Ｏ板が、直線状または架橋した液晶重合体を含み、
【００２４】
－ＤＡＣフィルムの厚さが、１０～３００μｍ、特に２０～２００μｍ、極めて好ましく
は５０～１５０μｍであり、
－ＤＡＣフィルムの軸上光学的抑制、即ち法線の入射における光についての抑制が、２～
１００ｎｍ、特に３～５０ｎｍ、極めて好ましくは５～２０ｎｍであり、
－６０°の入射の角度を有する光についてのＤＡＣフィルムの光学的抑制が、２０～２５
０ｎｍ、特に３０～２００ｎｍ、極めて特に４５～１５０ｎｍである。
【００２５】
特に好ましいのは、１つのＯ板および負のＣ板としての１つの負に複屈折のＤＡＣフィル
ムを含む光学的補償板である。
本発明の他の好ましい態様は、液晶セル、セルをはさむ一対の偏光板および、セルと偏光
板との間の液晶（ＬＣ）セルの各々の側に位置する、本明細書中に記載した１種の本発明
の補償板を備えた液晶ディスプレイに関する。
【００２６】
特に好ましいのは、
・ＬＣセルが、ねじれネマティックまたは超ねじれネマティックセルである、
・Ｏ板が、偏光板に面しており、ＤＡＣフィルムが、ＬＣセルに面している、
・Ｏ板の光学軸が、液晶セルの最も近い表面において液晶媒体の光学軸に、および偏光板
の偏光方向に平行または直角である、
・Ｏ板が、ＬＣセルに面するこの低いチルト表面で位置する
ディスプレイである。
【００２７】
本発明の光学的補償板を、従来のディスプレイ、特にねじれネマティックまたは超ねじれ
ネマティックモードのディスプレイ、例えばＴＮ、ＨＴＮ、ＳＴＮまたはＡＭＤ－ＴＮデ
ィスプレイの補償に、「超ＴＦＴ」ディスプレイとしても知られているＩＰＳ（面内切換
）モードのディスプレイにおいて、ＤＡＰ（整列層の変形）またはＶＡ（垂直整列）モー
ドのディスプレイ、例えばＥＣＢ（電気的に制御された複屈折）、ＣＳＨ（色超ホメオト
ロピック）、ＶＡＮまたはＶＡＣ（垂直整列ネマティックまたはコレステリック）ディス
プレイにおいて、曲がりモードのディスプレイまたはハイブリッドタイプディスプレイ、
例えばＯＣＢ（光学的に補償された曲がりセルまたは光学的に補償された複屈折）、Ｒ－
ＯＣＢ（反射性ＯＣＢ）、ＨＡＮ（ハイブリッド整列ネマティック）またはπセルディス
プレイにおいて、用いることができる。
【００２８】
特に好ましくは、補償板を、ＴＮ、ＨＴＮおよびＳＴＮディスプレイの補償に用いる。
以下で、本発明を、ＴＮディスプレイの補償について、例示的に詳細に記載する。
【００２９】
図１は、補償されていない標準タイプのＴＮディスプレイ装置を、このオフ状態、即ち電
圧を印加していない状態において示し、このディスプレイ装置は、２つの透明な電極（こ
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れはここでは示していない）間にはさまれたねじれネマティック状態の液晶層を有するＴ
Ｎセル１、および一対の直線状偏光板２、２’を備えている。液晶層のねじれネマティッ
ク配向を、中間相形成分子１ａにより図式的に示す。点線１ｂおよび１ｃは、ＴＮセル１
のセル壁に隣接する中間相形成分子１ａの配向方向を示す。
【００３０】
図１に示すディスプレイ装置において、直線状偏光板２、２’の偏光軸は、それぞれ、液
晶セル１の最も近い表面における液晶媒体の光学軸１ｂ、１ｃに直角に配向している。ま
た、ＴＮセルに対する偏光板のこの配向を、以下で、一般的に「Ｅモード」と呼ぶ。
【００３１】
図２は、図１と同様の補償していない標準タイプのＴＮディスプレイ装置を示すが、ここ
で、直線状偏光板２、２’の偏光軸は、それぞれ、液晶セル１の最も近い表面における液
晶媒体の光学軸１ｂ、１ｃに平行に配向している。ＴＮセルに対する偏光板のこの配向を
、また以下で、一般的に「Ｏモード」と呼ぶ。
【００３２】
図３および図４は、オフ状態における本発明の好ましい態様における補償されたＴＮ－Ｌ
ＣＤ装置を図式的に示し、前に説明したように、図３は、Ｏモードの装置を示し、図４は
、Ｅモードの装置を示す。
図３および図４の両方における装置は、２つの透明な電極（これはここでは示していない
）間にはさまれたねじれネマティック状態の液晶層を有するＴＮセル１、一対の直線状偏
光板２、２’および２つの補償板からなり、各々の補償板は、広がったＯ板３、３’およ
び負のＣ板の光学的性能を有する負に複屈折のＤＡＣフィルムからなる。
【００３３】
図３および図４において例示的に示す装置において、Ｏ板３、３’を、Ｏ板のための基板
として作用するＤＡＣフィルム４、４’上に直接設ける。
図１～４に示す装置における光学的成分の積み重ねは、対称的であり、従って入射光は、
いずれの側からも装置に進入することができる。
例として、ＤＡＣフィルム４、４’は、一般的に製造プロセスの結果としてフィルム平面
に垂直な方向に同軸的に圧縮されて、負のＣ板光学的構造を生じる。次に、ＤＡＣフィル
ムの光学軸は、圧縮方向に平行である。
【００３４】
Ｏ板３、３’は、例えば、広がった構造を有する重合した液晶物質の層からなる。広がっ
た構造を、層の平面に対してある角度θにおいて傾斜したこれらの主要な分子軸で配向し
ている、中間相形成分子３ａおよび３ａ’により図式的に示し、ここで、チルト角θは、
ＴＮセル１に面するＯ板３、３’の側における最小値θｍｉｎから開始して、フィルムに
垂直な方向において増大する。
【００３５】
点線３ｂおよび３ｂ’は、各々のＯ板３、３’の表面上へのＯ板３、３’の異なる領域に
おける、それぞれ中間相形成分子３ａおよび３ａ’の配向方向の投射を示す。点線３ｂ、
３ｂ’はまた、それぞれのＯ板３、３’の原理的光学軸と同一である。図３および４に示
す装置において、Ｏ板３、３’の原理的光学軸は、各々の隣接する直線状偏光板２、２’
の偏光方向に平行に、およびＴＮセル１中の中間相形成分子１ａの各々の隣接する配向方
向１ｂ、１ｃに平行に配向する。
【００３６】
図３および４に示す装置において、ＴＮセル１に面するＯ板３、３’の表面における中間
相形成分子は、平面状配向を示し、即ち最小チルト角θｍｉｎは、ほぼ０度である。しか
し、θｍｉｎの他の値もまた、可能である。
例えば図３および４に示す好ましい態様におけるＯ板において、最小チルト角θｍｉｎは
、好ましくは０～８０°、特に１～２０°、極めて好ましくは１～１０°および最も好ま
しくは１～５°である。これらの好ましい態様におけるＯ板における最大チルト角θｍａ

ｘは、好ましくは１０～９０°、特に２０～９０°、極めて好ましくは３０～９０°、最
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も好ましくは４０～９０°である。
【００３７】
図３および４に示す好ましい態様に加えて、Ｏ板およびＤＡＣフィルムの他の組み合わせ
および積み重ね構成もまた、可能である。
例えば、図３および４に示す好ましい装置において、Ｏ板３および隣接するＤＡＣフィル
ム４、および／またはＯ板３’および隣接するＤＡＣフィルム４’は、相互に交換可能で
ある。さらに、ＴＮセルの一方の側における補償板または完全なＯＲＦ積み重ねは、ＴＮ
セルの相対する側において、補償板または完全なフィルム積み重ねと相互に交換可能であ
る。
【００３８】
図３および４に例示的に示す本発明の装置において、Ｏ板３、３’の光学軸３ｂ、３ｂ’
は、ＴＮセル１中の中間相形成分子１ａの配向方向１ｂ、１ｃおよび偏光板２、２’の偏
光方向に平行または直角のいずれかである。
本発明の他の好ましい態様において、Ｏ板３、３’の光学軸３ｂ、３ｂ’は、ＴＮセル１
中の中間相形成分子１ａの配向方向１ｂ、１ｃの光学軸および偏光板２、２’の偏光方向
に対して、フィルム平面内で角度δでねじれている。前述のねじれ角δの絶対値は、好ま
しくは１～１５°、極めて好ましくは５～１０°である。
【００３９】
図３および４に示す好ましい態様に加えて、本発明の補償板はまた、１つより多いＯ板お
よび／または１つより多いＤＡＣフィルムを含むことができる。
本発明の補償板が２つまたは３つ以上のＯ板を含む場合において、Ｏ板の光学軸は、互い
に平行であるかまたは互いにある角度で配向していることができる。好ましくは、Ｏ板の
光学軸は、互いに平行にまたは直角に配向している。
【００４０】
本発明の補償板が、２つまたは３つ以上のＯ板を含む場合において、各々のＯ板を、最も
近い連続的なＯ板に対して、最小チルト角θｍｉｎを有するこれらの各々の表面が互いに
面するように、または最大チルト角θｍａｘを有するこれらの各々の表面が互いに面する
ように、または最小チルト角θｍｉｎを有する第１のＯ板の表面が、最大チルト角θｍａ

ｘを有する最も近い連続的なＯ板の表面に面するように配置することができる。
本発明の補償板における２つまたは３つ以上のＯ板の他の好ましい配置は、WO98/12584に
記載されているもの、特にWO98/12584の第８～１１頁並びに図１ａ、１ｂおよび１ｃに記
載されている好ましい態様によるものである。
【００４１】
図３および４に示す装置は、広がったＯ板を備えている。あるいはまた、傾斜しているが
、広がっていないＯ板を、本発明のＬＣディスプレイにおいて、広がったＯ板の代わりに
、またはこれに加えて、用いることができる。しかし、好ましくは、本発明のＬＣディス
プレイは、１つまたは２つ以上の広がったＯ板を含む。
【００４２】
ＤＡＣフィルムは、好ましくは、負に複屈折のフィルムであり、これを、市場で入手でき
るＤＡＣフィルムの製造方法に関連する同軸圧縮により得ることができる。
負に複屈折のＤＡＣフィルムは、例えば、Clarifoil, Derby, UKから市場で入手できる。
【００４３】
本発明の補償板用のＯ板として、US 5,619,352、WO97/44409、WO97/44702、WO97/44703ま
たはWO98/12584に記載されている、傾斜したかまたは広がった構造を有する重合した液晶
物質を含む光学的フィルムを用いることができ、これらの文献の開示内容全体を、参照に
より本出願中に組み込む。
Ｏ板として、また、重合した液晶物質の２つまたは３つ以上の従属層を含む多層フィルム
を用いることができ、各々の従属層は、一定のチルト角を有する傾斜した構造を有し、こ
こで、前記チルト角は、多層中を通して１つの従属層から次の従属層に、単調に増大また
は減少する。
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【００４４】
本発明の好ましい態様において、Ｏ板は、WO98/12584に記載されている傾斜したかまたは
広がった光学的抑制フィルム（ＯＲＦ）またはここに開示されている方法と同様に製造さ
れたフィルムである。WO98/12584において、傾斜したかまたは広がった構造を有するＯＲ
Ｆを、重合可能な中間相形成物質の層を基板上または２つの基板の間に塗布し、この物質
を、傾斜したかまたは広がった配向に整列させ、この物質を、熱または化学線に暴露する
ことにより重合させることにより、得ることができる。
【００４５】
あるいはまた、Ｏ板として、一層高い温度でスメクティックＡまたはスメクティックＣ相
およびネマティック相を有する重合可能な液晶物質から製造された、WO96/10770に記載さ
れている液晶フィルムを用いることができる。重合可能な液晶物質を、このネマティック
相において、例えば傾斜して堆積したＳｉＯの整列層で被覆された基板上に適用し、温度
を、物質のスメクティックＣ相に低下させる。これにより、チルト角の増大がもたらされ
る。その理由は、物質が、この天然に傾斜したスメクティックＣ構造を採用し、これが次
に液晶物質の重合により固定されるからである。前述の製造方法およびこの可能な変法は
、WO96/10770に詳細に記載されており、この開示内容全体を、参照のために本出願中に組
み込む。
【００４６】
また、Ｏ板として、傾斜した微細構造を有する無機薄膜を用いることができ、これを、WO
96/10773に記載されているように、無機物質、例えばＴａ２Ｏ５の傾斜蒸着により得るこ
とができる。
特に好ましいのは、Ｏ板が、ＤＡＣフィルム上に直接設けられているかまたは、２枚のＤ
ＡＣフィルムの間にはさまれた本発明の補償板であり、これは、Ｏ板のための基板として
作用する。
【００４７】
直線状偏光板として、標準的なタイプの市場で入手できる偏光板を用いることができる。
本発明の好ましい態様において、直線状偏光板は、低コントラスト偏光板である。本発明
の他の好ましい態様において、直線状偏光板は、２色性偏光板、例えば染色した偏光板で
ある。
光学的補償板はまた、平面状Ａ板、低い程度に傾斜したＡ板および高度にねじれたＡ板お
よびホメオトロピックフィルムから選択された１つまたは２つ以上の抑制フィルムを含む
ことができる。
【００４８】
本発明の補償板およびディスプレイにおける個別の光学的成分、例えば液晶セル、個別の
リターダーおよび直線状偏光板を、分離することができるか、または他の成分に積層する
ことができる。これらを、互いの最上部上に積み重ね、載置するかまたは、例えば接着層
により連結することができる。
【００４９】
２つまたは３つ以上のリターダーの積み重ねを、リターダーの液晶物質を、隣接するリタ
ーダー上に直接塗布し、後者を基板として作用させることにより、製造することも可能で
ある。
本発明の光学的補償板および／またはディスプレイ装置は、さらに、個別の光学的成分、
例えば液晶セル、偏光板および種々のリターダーに設けられた１つまたは２つ以上の接着
層を含むことができる。
【００５０】
Ｏ板における重合した液晶物質が、高い接着性を有する重合体である場合には、また別個
の接着層を、省略することができる。高度に接着性の重合体は、例えば、液晶ポリエポキ
シドである。さらに、低い程度の架橋を有する液晶直線状重合体または架橋重合体は、高
度に架橋した重合体よりも高い接着性を示す。従って、前述の高度に接着性の液晶重合体
は、特定の用途、特に追加の接着層を許容しないものに好ましい。
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【００５１】
本発明の補償板はまた、前述の個別の光学的成分の表面上に設けられた１つまたは２つ以
上の保護層を含むことができる。
Ｏ板の場合において、重合可能な物質は、好ましくは、実質的にアキラルな重合可能な中
間相形成化合物からなる。
好ましくは、１つの重合可能な官能基を有する少なくとも１種の重合可能な中間相形成分
子および２つまたは３つ以上の重合可能な官能基を有する少なくとも１種の重合可能な中
間相形成分子を含む、重合可能な中間相形成物質を用いる。
【００５２】
他の好ましい態様において、重合可能な物質は、２つまたは３つ以上の重合可能な官能基
（二反応性(direactive)または多反応性(multireactive)あるいは二官能性または多官能
性化合物）を有する重合可能な中間相形成化合物を含む。このような混合物の重合により
、三次元重合体ネットワークが形成される。このようなネットワークから製造された光学
的抑制フィルムは、自己支持性であり、高い機械的および熱的安定性並びにこの物理的お
よび光学的特性の低い温度依存性を示す。
【００５３】
多官能性中間相形成または非中間相形成化合物の濃度を変化させることにより、重合体フ
ィルムの架橋密度およびこれによりこの物理的および化学的特性、例えばまた光学的抑制
フィルムの光学的特性の温度依存性に重要であるガラス転移温度、熱的および機械的安定
性または溶媒耐性を、容易に調節することができる。
【００５４】
本発明に用いる重合可能な中間相形成一反応性、二反応性または多反応性化合物を、それ
自体知られており、例えば有機化学の標準的な学術書、例えばHouben-Weyl, Methoden de
r organischen Chemie, Thieme-Verlag, Stuttgartに記載されている方法により製造する
ことができる。代表的な例は、例えば、WO93/22397；EP 0 261 712；DE 19504224；DE 44
08171およびDE 4405316に記載されている。しかし、これらの文献に開示されている化合
物は、単に、本発明の範囲を限定しない例と考えるべきである。
【００５５】
特に有用な一反応性の重合可能な中間相形成化合物を示す例を、以下の化合物のリストに
示すが、これは、例示的のみとして考慮されるべきであり、いかなる意味でも限定するこ
とを意図せず、代わりに、本発明を説明するものである：
【化１】
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【００５６】
有用な二反応性の重合可能な中間相形成化合物の例を、以下の化合物のリストに示すが、
これは、例示的のみとして考慮されるべきであり、いかなる意味でも限定することを意図
せず、代わりに、本発明を説明するものである。
【化２】
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【００５７】
前記の式において、Ｐは、重合可能な基、好ましくはアクリル、メタクリル、ビニル、ビ
ニルオキシ、プロペニルエーテル、エポキシまたはスチリル基であり、ｘおよびｙは、各
々、独立して１～１２であり、Ａは、随意に、Ｌ１により一置換、二置換または三置換さ
れている１，４－フェニレンまたは１，４－シクロヘキシレンであり、ｖは、０または１
であり、Ｚ０は、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ２－または単結合であり、Ｙは
、極性基であり、Ｒ０は、非極性アルキルまたはアルコキシ基であり、Ｌ１およびＬ２は
、各々独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮまたは、１～７個のＣ原子を有する、随意にハロゲ
ン化されたアルキル、アルコキシ、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニルまたはア
ルコキシカルボニルオキシ基である。
【００５８】
この意味において、用語「極性基」は、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＨ、ＯＣＨ３、ＯＣ
Ｎ、ＳＣＮ、４個までのＣ原子を有する、随意にフッ素化されたカルボニルまたはカルボ
キシル基あるいは１～４個のＣ原子を有する、モノ、オリゴまたはポリフッ素化されたア
ルキルまたはアルコキシ基から選択された基を意味する。
用語「非極性基」は、１個または２個以上、好ましくは１～１２個のＣ原子を有するアル
キル基あるいは２個または３個以上、好ましくは２～１２個のＣ原子を有するアルコキシ
基を意味する。
【００５９】
重合可能な中間相形成物質は、WO98/12584またはGB 2,315,072に記載されている方法に従
って、基板上に塗布され、均一な配向に整列し、重合し、これにより重合可能な中間相形
成物質の配向を永久的に固定する。
【００６０】
基板として、例えば、ガラスまたは石英シートまたはプラスチックフィルムまたはシート
を用いることができる。また、第２の基板を、塗布した混合物の最上部上に、重合前およ
び／または重合中および／または重合後に載置することも可能である。基板を、重合後に
除去するかまたは除去しないことができる。化学線による硬化の場合に２つの基板を用い
る際には、少なくとも１つの基板は、重合に用いる化学線を透過しなければならない。ア
イソトロピックまたは複屈折基板を用いることができる。重合後に基板を重合したフィル
ムから除去しない場合には、好ましくはアイソトロピック基板を用いる。
【００６１】
好ましくは、少なくとも１つの基板は、プラスチック基板、例えばポリエチレンテレフタ
レート（ＰＥＴ）等のポリエステル、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリカーボネー
ト（ＰＣ）またはトリアセチルセルロース（ＴＡＣ）のフィルム、特に好ましくはＰＥＴ
フィルムまたはＴＡＣフィルムである。複屈折基板として、例えば、同軸延伸したプラス
チックフィルムを用いることができる。例えば、ＰＥＴフィルムは、ICI Corp.から、メ
リネックス(Melinex)の商品名で市場で入手できる。
【００６２】
好ましい態様において、負に複屈折のＤＡＣフィルムは、重合後に除去されない基板（２
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つの基板を用いる場合には少なくとも１つの基板）とともにＯ板の製造用の基板として用
いられる。
また、重合可能な中間相形成物質を、溶媒、好ましくは有機溶媒に溶解することができる
。次に、この溶液を、基板上に、例えばスピンコーティングまたは他の既知の手法により
塗布し、重合前に溶媒を蒸発させて除去する。ほとんどの場合において、混合物を加熱し
て、溶媒の蒸発を促進するのが適切である。
【００６３】
平面状整列は、例えば、物質を、例えばドクターブレードにより剪断することにより、達
成することができる。また、整列層、例えばラビングしたポリイミドまたはスパッタリン
グしたＳｉＯｘの層を、基板の少なくとも１つの最上部上に設けることも可能である。
また、重合可能な中間相形成物質の平面状整列を、基板を直接ラビングすることにより、
即ち追加の整列層を設けずに達成することができる。このことは、これが、光学的抑制フ
ィルムの製造費用の顕著な低減を可能にするため、顕著に有利である。このようにして、
低チルト角を、容易に達成することができる。
【００６４】
例えば、ラビングを、ラビング布、例えばベルベット布により、またはラビング布で被覆
した平坦な棒で達成することができる。本発明の好ましい態様において、ラビングを、少
なくとも１つのラビングローラー、例えば基板を交差して摩擦する迅速回転ローラーによ
り、あるいは基板を少なくとも２つのローラーの間に配置することにより達成し、ここで
、各々の場合において、少なくとも１つのローラーを、随意にラビング布で被覆する。本
発明の他の好ましい態様において、ラビングを達成するには、基板を、好ましくはラビン
グ布で被覆されたローラーの周囲に所定の角度で少なくとも部分的に巻き付ける。
【００６５】
本発明の重合可能な組成物はまた、１種または２種以上の界面活性剤を含んで、平面状整
列を改善することができる。適切な界面活性剤は、例えば、J. Cognard, Mol. Cryst. Li
q. Cryst. 78, Supplement 1, 1-77 (1981)に記載されている。特に好ましいのは、非イ
オン系界面活性剤、例えば市場で入手できるフルオロカーボン界面活性剤フルオラッド(F
luorad)１７１（3M Co.から）またはゾニル(Zonyl)ＦＳＮ（DuPontから）である。好まし
くは、重合可能な混合物は、０．０１～５重量％、特に０．１～３重量％、極めて好まし
くは０．２～２重量％の界面活性剤を含む。
【００６６】
中間相形成物質の配向は、特に、フィルムの厚さ、基板材料のタイプおよび重合可能な中
間相形成物質の組成に依存する。従って、これらのパラメーター、特に特定的なパラメー
ター、例えばチルト角およびこの変動の程度を変化させることにより、ＯＲＦの構造を制
御することが可能である。
従って、Ｏ板の製造のために、フィルム平面に垂直な方向における整列プロフィルを、一
反応性中間相形成化合物、即ち１つの重合可能な基を有する化合物と、二反応性中間相形
成化合物、即ち２つの重合可能な基を有する化合物との比率を適切に選択することにより
、調整することが可能である。
【００６７】
強力な広がり、即ちフィルムの厚さを通してのチルト角の大きい変化を有するＯ板につい
て、好ましくは、一反応性中間相形成化合物と二反応性中間相形成化合物との比率は、６
：１～１：２、好ましくは３：１～１：１の範囲内、特に好ましくは約３：２としなけれ
ばならない。
所望の広がり形状を調整するための他の有効な手段は、重合可能な中間相形成物質におけ
る所定量の誘電的に極性の重合可能な中間相形成化合物を用いることである。これらの極
性化合物は、一反応性または二反応性のいずれかであることができる。これらは、誘電的
に正または負のいずれかであることができる。最も好ましいのは、誘電的に正であり、一
反応性の中間相形成化合物である。
【００６８】
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重合可能な中間相形成物質の混合物中の極性化合物の量は、好ましくは全体の混合物の１
～８０重量％、とりわけ３～６０重量％、特に５～４０重量％である。
これに関して、極性の中間相形成化合物は、前に定義したように、１つまたは２つ以上の
極性基を有する化合物を意味する。特に好ましいのは、前に示した式Ｉａ～Ｉｃから選択
された一反応性極性化合物である。
【００６９】
さらに、これらの極性化合物は、好ましくは、代表的には１．５より高い、高い誘電異方
性Δεの絶対値を示す。従って、誘電的に正の化合物は、好ましくはΔε＞１．５を示し
、誘電的に負の極性化合物は、好ましくはΔε＜－１．５を示す。極めて好ましいのは、
Δε＞３、特にΔε＞５の誘電的に正の極性化合物である。
重合可能な中間相形成物質の重合は、これを、熱または化学線に暴露することにより生じ
る。化学線は、光、例えばＵＶ光、ＩＲ光または可視光線の照射、Ｘ線またはガンマ線で
の照射または高エネルギー粒子、例えばイオンまたは電子での照射を意味する。好ましく
は、重合を、ＵＶ照射により実施する。
【００７０】
化学線の源として、例えば、単一のＵＶランプまたはＵＶランプのセットを用いることが
できる。大きいランプ出力を用いる際には、硬化時間を減少させることができる。化学線
の他の可能な源は、レーザー、例えばＵＶレーザー、ＩＲレーザーまたは可視レーザーで
ある。
重合を、化学線の波長において吸収を示す開始剤の存在下で実施する。例えば、ＵＶ光に
より重合する際には、ＵＶ照射の下で分解されて、重合反応を開始する遊離基またはイオ
ンを生成する光開始剤を用いることができる。
【００７１】
アクリレートまたはメタクリレート基を有する重合可能な中間相形成分子を硬化させる際
に、好ましくはラジカル光開始剤を用い、ビニルおよびエポキシド基を有する重合可能な
中間相形成分子を硬化させる際に、好ましくは、陽イオン性光開始剤を用いる。
また、加熱した際に分解して、重合を開始する遊離基またはイオンを生成する重合開始剤
を用いることが可能である。
【００７２】
ラジカル重合のための光開始剤として、例えば、市場で入手できるアーガキュア(Irgacur
e)６５１、アーガキュア１８４、ダロキュア(Darocure)１１７３またはダロキュア４２０
５（すべてCiba Geigy AGから）を用いることができ、一方陽イオン性光重合の場合には
、市場で入手できるＵＶＩ６９７４（Union Carbide）を用いることができる。
重合可能な中間相形成物質は、好ましくは、０．０１～１０％、極めて好ましくは０．０
５～５％、特に０．１～３％の重合開始剤を含む。ＵＶ光開始剤、特に、ラジカル性ＵＶ
光開始剤が好ましい。
【００７３】
硬化時間は、特に、重合可能な中間相形成物質の反応性、被覆層の厚さ、重合開始剤のタ
イプおよびＵＶランプの出力に依存する。本発明における硬化時間は、好ましくは、１０
分より長くなく、特に好ましくは５分より長くなく、極めて特に好ましくは２分より短い
。大量生産のために、３分またはこれ以下、極めて好ましくは１分またはこれ以下、特に
３０秒またはこれ以下の短い硬化時間が、好ましい。
【００７４】
重合開始剤に加えて、重合可能な物質はまた、１種または２種以上の他の適切な成分、例
えば触媒、安定剤、連鎖移動剤、同時反応単量体または界面活性化合物を含むことができ
る。特に、安定剤の添加は、例えば貯蔵中の重合可能な物質の望まない自発的重合を防止
するために、好ましい。
安定剤として、原理的に、この目的のために当業者に知られているすべての化合物を、用
いることができる。これらの化合物は、広範囲で市場で入手できる。安定剤の代表例は、
４－エトキシフェノールまたはブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）である。
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【００７５】
他の添加剤、例えば連鎖移動剤もまた、重合可能な物質に加えて、本発明の重合体フィル
ムの物理的特性を修正することができる。連鎖移動剤、例えば一官能性チオール化合物、
例えばドデカンチオールまたは多官能性チオール化合物、例えばトリメチルプロパントリ
（３－メルカプトプロピオネート）を、重合可能な物質に加える際には、遊離の重合体鎖
の長さおよび／または本発明の重合体フィルムにおける２つの架橋間の重合体鎖の長さを
、制御することができる。連鎖移動剤の量を増大させる際には、得られた重合体フィルム
における重合体鎖の長さは、減少している。
【００７６】
また、重合体の架橋を増加させるために、２０％までの２つまたは３つ以上の重合可能な
官能基を有する非中間相形成化合物を、重合可能な物質に、二官能性または多官能性の重
合可能な中間相形成化合物の代わりに、またはこれに加えて添加して、重合体の架橋を増
加させることも可能である。
二官能性非中間相形成単量体の代表例は、１～２０個のＣ原子を有するアルキル基を有す
るアルキルジアクリレートまたはアルキルジメタクリレートである。２つより多い重合可
能な基を有する非中間相形成単量体の代表例は、トリメチルプロパントリメタクリレート
またはペンタエリスリトールテトラアクリレートである。
【００７７】
他の好ましい態様において、重合可能な物質の混合物は、７０％まで、好ましくは３～５
０％の、１つの重合可能な官能基を有する非中間相形成化合物を含む。一官能性非中間相
形成単量体の代表例は、アルキルアクリレートまたはアルキルメタクリレートである。
また、例えば、２０重量％までの量の重合可能でない液晶化合物を加えて、光学的抑制フ
ィルムの光学的特性を適合させることも可能である。
【００７８】
いくつかの場合において、第２の基板を適用して、整列を補助し、重合を阻害し得る酸素
を排除するのが有利である。あるいはまた、硬化を、不活性ガスの雰囲気下で実施するこ
とができる。しかし、適切な光開始剤および高いＵＶランプ出力を用いる、空気中での硬
化もまた、可能である。陽イオン性光開始剤を用いる際には、酸素排除は、最もしばしば
必要ではなく、水を排除しなければならない。本発明の好ましい態様において、重合可能
な中間相形成物質の重合を、不活性ガスの雰囲気下、好ましくは窒素雰囲気下で実施する
。
【００７９】
所望の分子配向を有する重合体フィルムを得るために、重合を、重合可能な中間相形成物
質の液晶相において実施しなければならない。従って、好ましくは、低い融点および広い
液晶相範囲を有する重合可能な中間相形成化合物または混合物を用いる。このような物質
を用いることにより、重合温度を低下させることが可能になり、これにより、重合プロセ
スが一層容易になり、特に大量生産に顕著に有利である。
【００８０】
適切な重合温度の選択は、主に、重合可能な物質の透明点および特に基板の軟化点に依存
する。好ましくは、重合温度は、重合可能な中間相形成混合物の透明点より少なくとも３
０度低い。
１２０℃より低い重合温度が、好ましい。特に好ましいのは、９０℃より低い温度、特に
６０℃またはこれ以下の温度である。
【００８１】
本発明をさらに、以下の例により説明する。ここで、以下の略語を用いる：
θ　チルト角［度］
φ　ねじれ角［度］
ｐ　らせん間隔［ｎｍ］
ｎｅ　異常屈折率（２０℃および５８９ｎｍにおいて）
ｎｏ　正常屈折率（２０℃および５８９ｎｍにおいて）
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ε‖　分子長軸に平行な誘電定数（２０℃および１ｋＨｚにおいて）
ε⊥　分子長軸に垂直な誘電定数（２０℃および１ｋＨｚにおいて）
Ｋ１１　第１弾性定数
Ｋ２２　第２弾性定数
Ｋ３３　第３弾性定数
Ｖｏｎ　しきい値電圧［Ｖ］
Ｖｏｆｆ　飽和電圧［Ｖ］
ｄ　層の厚さ［μｍ］
【００８２】
例１－比較例
ＴＮセル１および一対の直線状偏光板２、２’を備えた、図１に示すＥモードの補償して
いない標準的なタイプのＴＮ－ＬＣＤ装置は、以下のパラメーターを有する。
ｎｅ　１．５７００
ｎｏ　１．４７８５
ε⊥　３．５
ε‖　１０．８
Ｋ１１　１１．７
Ｋ２２　５．７
Ｋ３３　１５．７
ｄ　５．２５μｍ
プレチルト　２°
Ｖｏｎ　４．０７Ｖ
Ｖｏｆｆ　１．５６Ｖ
【００８３】
図５ａは、同一のコントラストの範囲を１０％の段階で示す、ディスプレイのイソコント
ラスト(isocontrast)プロットを示す。イソコントラストプロットを、Ｖｏｎにおける輝
度／Ｖｏｆｆにおける輝度として測定した。
【００８４】
図５ｂおよび５ｃは、それぞれ水平および垂直視覚平面における直線状輝度尺度に対する
８通りの灰色レベル（透過率対視野角で示す）を示す。理想的には、灰色レベル線は、平
行でなければならず、これらが交差する箇所において、灰色レベル転換が発生する。後者
は、特に一層暗い灰色レベルについて重大な欠点である。図５ｂにおいて、レベル７およ
び８は、低い角度、例えば３０°においてさえも、水平方向において極めて乏しく、図５
ｃにおいて、レベルは、３０°の角度で交差し、垂直方向において一層高いことが明らか
である。
【００８５】
偏光板は、通常のＬＣＤディスプレイにおいて用いられる任意の標準的な偏光板であるこ
とができる。
Ｖｏｎ、Ｖｏｆｆは、一般的にＴＮおよびＳＴＮ－ＬＣＤディスプレイにおいて採用され
ている値に相当する。
【００８６】
例２－比較例
ＴＮセル１および一対の直線状偏光板２、２’を備えた、図２に示すＯモードの補償して
いない標準タイプのＴＮ－ＬＣＤ装置は、例１に示すパラメーターを有する。
図６ａは、同一のコントラストの範囲を１０％の段階で示す、ディスプレイのイソコント
ラストプロットを示す。イソコントラストプロットを、Ｖｏｎにおける輝度／Ｖｏｆｆに
おける輝度として測定した。
【００８７】
図６ｂおよび６ｃは、それぞれ水平および垂直視覚平面における灰色レベルを示す。図６
ｂにおいて、レベル７および８は、低い角度、例えば３０°においてさえも、水平方向に
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おいて極めて乏しく、図６ｃにおいて、レベルは、３０°の角度で交差し、垂直方向にお
いて一層高いことが明らかである。
【００８８】
例３
図３に示す本発明のＥモードの補償したＴＮ－ＬＣＤ装置は、ねじれネマティック状態の
液晶層を有するＴＮセル１、一対の直線状偏光板２、２’、２枚の広がったＯ板３、３’
および負のＣ板の光学的特性を有し、Ｏ板３、３’のための基板として作用する２枚のＤ
ＡＣフィルム４、４’からなる。
【００８９】
ＴＮセル１および偏光板２、２’は、例１において定義した通りである。
Ｏ板３、３’は、一方の表面におけるθｍｉｎから他方の表面におけるθｍａｘまでの範
囲内のチルト角θを有する、広がった構造を示す。
【００９０】
Ｏ板３、３’のパラメーターは、以下の通りである。
θｍｉｎ　２°
θｍａｘ　８８°
θａｖｅ　４５°
ｎｅ　１．６１０
ｎｏ　１．４９５
ｄ　１．２μｍ
抑制　６９ｎｍ
【００９１】
ＤＡＣフィルム４、４’のパラメーターは、以下の通りである。
ｎｘ　１．４８１６
ｎｙ　１．４８１７
ｎｚ　１．４７９７
ｄ　１２０μｍ
抑制　１２ｎｍ（軸上）
７６ｎｍ（６０°の入射において）
ここで、ｘおよびｙは、ＤＡＣフィルムの平面に平行な方向であり、ｚは、垂直な方向で
ある。
【００９２】
図７ａは、ディスプレイのイソコントラストプロットを示し、図７ｂおよび７ｃは、それ
ぞれ水平方向および垂直方向における灰色レベル（透過率対視野角）を示す。
【００９３】
イソコントラストプロット図７ａにおいて、ディスプレイは、例１の補償していないディ
スプレイと比較して、水平方向において顕著に大きい視野角を有し、また垂直方向におい
ても改善されていることが明らかである。図７ｂおよび７ｃにおいて、垂直方向における
灰色レベル７および８は、例１の補償していないディスプレイと比較して、負の角度にお
いて改善されており、また水平方向においても改善されており、ここで、これらは、－４
５°および＋４５°の角度において交差していることが明らかである。
【００９４】
例４
図４に示す本発明のＯモードの補償したＴＮ－ＬＣＤ装置は、ねじれネマティック状態の
液晶層を有するＴＮセル１、一対の直線状偏光板２、２’、２枚の広がったＯ板３、３’
および負のＣ板の光学的特性を有し、Ｏ板３、３’のための基板として作用する２枚のＤ
ＡＣフィルム４、４’からなる。
【００９５】
ＴＮセル１および偏光板２、２’は、例１において定義した通りである。
Ｏ板３、３’のパラメーターは、以下の通りである。
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θｍｉｎ　２°
θｍａｘ　８８°
θａｖｅ　４５°
ｎｅ　１．６１０
ｎｏ　１．４９５
ｄ　１．２８１μｍ
抑制　７４ｎｍ
【００９６】
ＤＡＣフィルム４、４’のパラメーターは、以下の通りである。
ｎｘ　１．４８０３
ｎｙ　１．４８９２
ｎｚ　１．４７７７
ｄ　９３０μｍ
抑制　１２ｎｍ（軸上）
７１ｎｍ（６０°の入射において）
ここで、ｘおよびｙは、ＤＡＣフィルムの平面に平行な方向であり、ｚは、垂直な方向で
ある。
【００９７】
図８ａは、ディスプレイのイソコントラストプロットを示し、図８ｂおよび８ｃは、それ
ぞれ水平方向および垂直方向における灰色レベルを示す。
【００９８】
イソコントラストプロット図８ａにおいて、ディスプレイは、例２の補償していないディ
スプレイと比較して、垂直方向において顕著に大きい視野角を有し、また水平方向におい
ても改善されていることが明らかである。図８ｂおよび８ｃにおいて、垂直方向における
灰色レベル７および８は、例２の補償していないディスプレイと比較して、負の角度にお
いて改善されており、また水平方向においても改善されており、ここで、これらは、－４
５°および＋４５°の角度において交差していることが明らかである。
【００９９】
前述の例は、本発明の一般的にまたは特定的に記載された反応体および／または作動条件
を前述の例において用いられているものと置換することにより、同様の成功で繰り返すこ
とができる。
前の記載から、当業者は、本発明の必須の特性を容易に確認することができ、本発明の精
神および範囲を逸脱せずに、本発明の種々の変更および修正を実施して、本発明を、種々
の条件および使用に適合させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　比較例１の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣＤ装置を示す。
【図２】　比較例１の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣＤ装置を示す。
【図３】　本発明の例３の補償板を備えた補償したＴＮ－ＬＣＤ装置を示す。
【図４】　本発明の例４の補償板を備えた補償したＴＮ－ＬＣＤ装置を示す。
【図５ａ】　比較例１の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣＤ装置のイソコントラスト
プロットである。
【図５ｂ】　水平の視覚平面における、比較例１の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣ
Ｄ装置の灰色レベル図である。
【図５ｃ】　垂直の視覚平面における、比較例１の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣ
Ｄ装置の灰色レベル図である。
【図６ａ】　比較例２の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣＤ装置のイソコントラスト
プロットである。
【図６ｂ】　水平の視覚平面における、比較例２の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣ
Ｄ装置の灰色レベル図である。
【図６ｃ】　垂直の視覚平面における、比較例２の補償していない従来技術のＴＮ－ＬＣ
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Ｄ装置の灰色レベル図である。
【図７ａ】　例３の補償したＴＮ－ＬＣＤ装置のイソコントラストプロットである。
【図７ｂ】　水平の視覚平面における、例３の補償したＴＮ－ＬＣＤ装置の灰色レベル図
である。
【図７ｃ】　垂直の視覚平面における、例３の補償したＴＮ－ＬＣＤ装置の灰色レベル図
である。
【図８ａ】　例４の補償したＴＮ－ＬＣＤ装置のイソコントラストプロットである。
【図８ｂ】　水平の視覚平面における、例４の補償したＴＮ－ＬＣＤ装置の灰色レベル図
である。
【図８ｃ】　垂直の視覚平面における、例４の補償したＴＮ－ＬＣＤ装置の灰色レベル図
である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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